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「
長
崎
が
遠
い
」と
は
、
甘
さ（
砂
糖
）が
足
り
な
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
九
州
の

あ
る
町
で「
こ
ん
菓
子
は
ち
ぃ
ー
と
ば
か
し
長
崎
の
遠
か
ご
た
ん
ね
」と
い
っ
た
具
合

で
、
こ
の
場
合「
長
崎
」は「
砂
糖
」を
表
し
て
い
ま
す
。
長
崎
と
砂
糖
の
深
い
深
い
関

係
、
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

思
い
か
え
し
て
み
れ
ば
私
が
小
学
校
の
こ
ろ
、
私
の
実
家
、
本
馬
酒
店
が
お
届
け

す
る
御
中
元
・
御
歳
暮
は
砂
糖
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
五
斤
入
り
・
一
〇
斤
入
り

の
箱
を
、
主
と
し
て
飲
食
店
や
旅
館
な
ど
に
お
届
け
し
ま
し
た
。
概
し
て
甘
口
の
長

崎
の
料
理
に
は
砂
糖
が
た
く
さ
ん
入
り
用
で
す
か
ら
、
お
得
意
さ
ん
も
重
宝
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
一
斤
は
一
六
〇
匁
、
六
〇
〇
ｇ
。

砂
糖
の
流
通　
ま
ず
は
、
北
九
州
市
立
大
学
教
授
の
八
百
啓
介
先
生
の
諸
論
考
を
参

考
に
、
長
崎
貿
易
と
砂
糖
の
関
係
か
ら
み
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
唐
船
・
オ
ラ
ン
ダ

船
の
バ
ラ
ス
ト
に
は
、
重
い
砂
糖
袋（
布
製 

約
六
〇
ｋ
ｇ
入
り
）・
砂
糖
籠（
籐と
う

製 

二

～
三
〇
〇
ｋ
ｇ
入
り
）が
使
わ
れ
ま
し
た
。
バ
ラ
ス
ト
に
石（
軽
荷
石
）を
使
っ
た
の

で
は
商
売
に
な
り
ま
せ
ん
。
唐
蘭
船
が
長
崎
を
出
港
す
る
と
き
は
、
一
〇
〇
斤
入
り

の
銅
箱
が
船
底
に
積
ま
れ
ま
し
た
。
荷
揚
げ
後
の
砂
糖
は

新
地
や
出
島
の
蔵
に
入
れ
ら
れ
、
こ
の
後
正
規
の
ル
ー
ト

で
は
大
半
が
大
坂
の
問
屋
を
経
て
全
国
に
流
通
し
ま
す
。
と

く
に
大
消
費
地
で
あ
る
江
戸
に
は
樽
廻
船
で
運
ば
れ
ま
し
た
。

　

砂
糖
の
流
通
は
正
規
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
密
貿

易
と
も
違
う
大
き
な
流
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
商

館
か
ら
長
崎
奉
行
や
町
年
寄
な
ど
へ
の
贈
り
砂
糖
、
さ
ら

に
幕
府
高
官
へ
の
献
上
と
な
る
と
そ
の
量
は
半
端
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
商
館
長
・
商
館
医
な
ど
有
力

者
や
唐
人
屋
敷
の
船
主
・
有
力
唐
商
ら
か
ら
、
馴
染
み
の

遊
女
へ
の
贈
り
砂
糖（
遊
女
側
か
ら
す
れ
ば
貰
砂
糖
）も
こ

れ
ま
た
莫
大
で
し
た
。
多
い
と
き
は
全
体
で
年
間
数
百
ト
ン
に
及
ぶ
、
こ
れ
ら
の
砂

糖
は
転
売
を
前
提
と
し
た
贈
り
物
で
す
。

　

遊
女
の
貰
砂
糖
は
長
崎
会
所
を
通
し
て
販
売
さ
れ
、
代
銀
の
多
く
は
遊
女
の
も
の

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
砂
糖
だ
け
で
な
く
、
鼈
甲
の
櫛
や
高
級
織
物
、
そ
の
他

珍
し
い
品
々
が
遊
女
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ら
は
遊
女
を
飾
っ
た
だ
け
で

な
く
、
お
そ
ら
く
転
売
も
さ
れ
た
で
し
ょ
う
。
遊
女（
娘
）に
依
存
す
る
親
・
兄
弟
、

は
た
ま
た
遊
女
に
関
係
す
る
よ
か
ら
ぬ
男
た
ち
の
存
在
も
想
像
で
き
ま
す
。
三
〇
年

ほ
ど
前
に
、
当
時
長
崎
大
学
に
お
ら
れ
た
加
藤
章
先
生
が
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出

し
て
い
ま
す
。
先
生
は
社
会
科
研
究
室
の
学
生
さ
ん
た
ち
と「
桶
屋
町
宗
旨
改
踏
絵

帳
」一
〇
九
冊
を
精
査
さ
れ
、
あ
ま
り
の
遊
女
奉
公
の
多
さ
に
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

先
生
が
言
わ
れ
る
に
は
、
表
現
は
適
切
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
行
儀
見
習
い
の

よ
う
な
感
じ
で（
気
軽
に
）遊
女
奉
公
に
出
さ
れ
た
女
性
が
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
。

盈
砂
糖　
さ
て
、
貰
砂
糖
と
並
ん
で
長
崎
市
中
に
流
通
し
た
の
は
盈
砂
糖
で
す
。
唐
・

蘭
船
か
ら
の
荷
揚
げ
、
蔵
入
れ
、
荷
渡
し
作
業
に
際
し
て
、
こ
ぼ
れ
出
た
砂
糖
や
薬

種
類
は「
盈こ
ぼ
れ

物も
の

」と
呼
ば
れ
、
作
業
す
る
日
雇
人
足
た
ち
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
自
分
た
ち
の
も
の
に
な
る
と
な
れ
ば
、
持
ち
運
び
の
節
に
落
ち
こ
ぼ
れ
た
の
で

は
な
く
、
ワ
ザ
と
荷
を
ひ
っ
く
り
返
す
輩
が
だ
ん
だ
ん
多
く
な
り
ま
す
。

　
「
続
長
崎
実
録
大
成
」に
よ
れ
ば
、
安
永
三
年（
一
七
七
四
）に
は
三
三
人
の
盈
物
仲

買（
主
と
し
て
砂
糖
）が
定
め
ら
れ
る
程
の
流
通
量
に
な
り
、
翌
年
に
は
九
人
増
え
て

四
二
人
に
な
り
ま
し
た
。
一
〇
年
後
の
天
明
四
年（
一
七
八
四
）、
唐
船
に
関
す
る
荷

役
作
業
の
実
態
を
み
れ
ば「
日
雇
人
足
共
取
扱
ヒ
宜
シ
カ
ラ
ズ
、
薬
種
砂
糖
之
類

夥お
び
た
だ

シ
ク
盈
捨
リ
、
人
足
共
拾
ヒ
取
シ
分
ハ
、
仲
買
相
立
テ
売
捌さ
ば

キ
来
ル
ノ
処
、
盈

高
次
第
ニ
相
増
」と
い
う
よ
う
に
盈
物
が
激
増
し
て
い
る
状
況
で
す
。
掲
載
写
真
は
、

人
足
が
甕か
め

を
落
と
し
て
何
か
を
こ
ぼ
し
、
日
・
中
の
監
視
役
か
ら
怒
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が（
石
崎
融
思「
唐
館
図
絵
巻
」）、
こ
れ
は
砂
糖
で
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
人
足
た
ち
へ
の
対
策
と
し
て
、
二
つ
の
こ
と
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
つ
は
、
人
足
た
ち
に
筒
袖
の
看
板（「
唐
館
図
絵
巻
」の
体
に
ピ
タ
ッ
と
し
た
小
さ

な
着
物
を
見
て
く
だ
さ
い
）を
着
せ
て
、
こ
ぼ
し
た
り
、
拾
っ
た
り
さ
せ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は「
盈
レ
代
リ
ト
シ
テ
唐
船
一
艘
ヨ
リ
砂
糖
七
千
五
百
斤

宛
差
出
サ
シ
メ
、人
足
共
ニ
品
渡
シ
ニ
成
、仲
買
之
輩
相
止
」さ
せ
る
と
い
う
の
で
す
。

つ
ま
り
、
人
足
た
ち
に
砂
糖
・
薬
種
を
こ
ぼ
す
な
、
こ
ぼ
さ
な
く
て
も
唐
船
一
艘
あ

た
り
砂
糖
七
千
五
百
斤
を
や
る
か
ら
、
と
い
う
わ
け
で
す
。
唐
船
一
〇
艘
が
入
港
し

た
と
し
て
七
万
五
千
斤
、
換
算
し
て
四
五
ト
ン
で
す
か
ら
大
変
な
量
で
す
ね
。
こ
れ

を
翌
年
大
村
町（
現
・
万
才
町
の
一
部
）に
設
立
さ
れ
た
砂
糖
地
売
所
で
取
り
扱
い
、

長
崎
市
中
に
流
通
さ
せ
ま
し
た
。

　

一
方
、
困
っ
た
の
は
盈
物
仲
買
の
者
た
ち
で
す
。
天
明
四
年
に
は
八
五
人
に
倍
増

し
て
い
た
の
で
す
が
、
盈
砂
糖
の
取
り
扱
い
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
は
唐
人

屋
敷
で
使
い
残
さ
れ
た
砂
糖
四
万
斤
を
買
い
受
け
、
販
売
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
仲

間
連
印
の
嘆
願
書
を
年
番
町
年
寄
へ
差
し
出
そ
う
と
、
愛
宕
山
の
麓
に
集
ま
っ
て
談

合
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
奉
行
所
に
知
れ
、
不
束
・
不
埒
と
し
て
、
中
心
人
物
は「
急き
っ

度と

叱し
か
り

」「
七
日
押
込
」、そ
の
他
は「
叱
」の
判
決
を
受
け
ま
し
た（「
天
明
四
年 

犯
科
帳
」）。

　

長
崎
市
中
の
人
々
は
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
貿
易
の
余
得
に
あ
ず
か
ろ
う
と
し
て

い
た
の
で
す
。

道
富
丈
吉　
砂
糖
と
言
え
ば
、
私
は
商
館
長
ド
ゥ
ー
フ
が
一
子
丈
吉
の
た
め
に
用
意

し
た
膨
大
な
砂
糖
籠
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
こ
れ
も
貰
砂
糖
の
一
種
で
す
か
ら
、
紹

介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ド
ゥ
ー
フ
は
遊
女
瓜う
り

生う

野の（
新
橋
町
箇
所
持
町
人
の
娘 

土
井

よ
う
）と
の
間
に
丈
吉
を
も
う
け
ま
し
た
。
や
が
て
日
本
を
去
る
日
が
く
る
ド
ゥ
ー

フ
は
、
長
崎
奉
行
遠
山
左
衛
門
尉
に
、
丈
吉
の
行
く
末
を
案
じ
て
長
崎
地
役
人
へ
の

取
り
立
て
を
嘆
願
し
ま
し
た
。
嘆
願
書
は
江
戸
へ
送
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
一
八
年
間

に
及
ぶ
ド
ゥ
ー
フ
の
功
績
が
評
価
さ
れ
唐
物
目
利（
受
用
銀
一
貫
目
）に
取
り
立
て
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
生
活
費
に
つ
い
て
は
用
意
さ
れ
た
白
砂
糖
三
〇

〇
籠
の
売
却
代
銀
一
三
一
貫
目
の
六
割
を
貸
付
運
用
し
、
長
崎
会
所
か
ら
年
に
銀
四

貫
目
が
丈
吉
に
渡
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
日
の
お
金
で
数
百
万
円

に
は
な
り
ま
す
か
ら
十
分
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
一
七
才
で
亡
く
な
っ
た
道ど
う

富ふ

丈
吉
の

墓
は
晧
台
寺
後
山
に
あ
り
ま
す
。�

（
県 

長
崎
学
ア
ド
バ
イ
ザ
―
）

〈
参
考
文
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八
百
啓
介「
近
世
長
崎
に
お
け
る
輸
入
砂
糖
と
そ
の
流
通
」（『
和
菓
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』）

�

八
百
啓
介『
砂
糖
の
通
っ
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道
』（
弦
書
房
）

四
〇
一
号　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
日

江
戸
時
代
の
長
崎
　
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
話（
二
）

～
貰も
ら
い
砂
糖
と
盈こ
ぼ
れ
砂
糖
～

○
十
二
月
に
な
り
ま
し
た
。
十
二
月
は
別
名
で
師
走
と
よ
ん
で
い
ま
す
が
其
の
意
味
は

「
普い
つ
も段
は
静
か
な
先
生
方
で
も
十
二
月
に
な
る
と
走
り
廻
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
程
い
そ
が
し
く

な
る
の
で
シ
ワ
ス
」と
言
う
の
だ
そ
う
で
す
が
、本
当
で
し
ょ
う
か
と
、お
尋
ね
が
あ
っ
た
。

　
　

本
会
で
も
新
年
の
行
事
の
準
備
で
毎
日
バ
タ
バ
タ
と
過
し
て
い
ま
す
。

○
十
二
月
一
日
よ
り
純
心
学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
美
術
展
を
開
催
す
る
の

で
、
其
の
準
備
会
に
参
加
し
て
下
さ
い
と
の
事
。
純
心
学
園
博
物
館
に
は「
清
島
省
三

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
元
十
八
銀
行
頭
取
）寄
贈
の
事
も
あ
り
、
参
加
。
美
術
展
の
会
場
・

長
崎
県
美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
出
島
町
）。
会
期
・
一
日
よ
り
十
三
日
ま
で
。（
入

場
無
料
）

○
長
崎
会
津
会
よ
り
、「
長
崎
と
会
津
を
つ
な
ぐ
絆
」話
を
中
心
に
十
二
月
五
日（
土
）午
前

一
〇
時
よ
り
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
ホ
ー
ル
に
て
開
催
す
る
の
で
多
数
ご
参
加
く
だ
さ

い
と
の
事
。（
無
料
）長
崎
に
お
け
る
会
津
の
人
と
言
え
ば
、
孫
文
を
援
助
し「
東
洋
日
の

出
新
聞
」を
創
刊
し
た
鈴
木
天
眼
、
柔
道
家
で
鼠
島
海
水
浴
場
創
立
に
協
力
し
た
西
郷

四
郎
。
明
治
時
代
の
県
知
事
日く
さ

下か

義
雄
を
思
い
だ
す
。

○
長
崎
の
十
二
月
の
行
事
と
し
て
、
寛
政
九
年（
一
七
九
七
）長
崎
の
人
・
野
口
文
龍
が
著

し
た『
長
崎
歳
時
記
』に
は
正
月
の
準
備
と
し
て「
手
か
け
の
台
の
用
意
に
始
り
、
晦く

日れ

（
三
十
日
）に
は
家
々
・
翌
朝
の
雑
煮
の
具
を
こ
し
ら
え
重
肴
・
屠
蘇
酒
等
を
用
意
す
る
。

雑
煮
は
水
菜
・
す
る
め
・
大
根
・
牛
蒡
・
こ
ん
ぶ
・
南
京
黒
芋
の
六
品
を
見
合
せ
串
に

ぬ
き
置
き
、
だ
し
を
煮
て
餅
を
入
れ
出
す
時
、
串
を
と
り
の
け
て
中
に
加
う
。
以
前
は

干
鮑
・
煎
海
鼠
を
ぬ
き
添
る
を
古
式
と
す
。」

○
出
島
オ
ラ
ン
ダ
屋
敷
で
は
毎
年
、
冬
至
後
七
日
に「
オ
ラ
ン
ダ
冬
至
」（
正
月
）の
行
事
が

あ
り
出
島
関
係
役
人
も
招
待
さ
れ
、
其
の
料
理
内
容
は『
長
崎
名
勝
図
絵
』に
詳
し
く
記

し
て
あ
る
。

○
今
月
、
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
籍

一
、
長
崎
文
献
社
よ
り『
長
崎
の
陶
磁
器
』。
三
河
内
・
波
佐
見
焼
を
中
心
に
し
た
論
考
と

第
三
章
で
は「
長
崎
文
化
と
陶
芸
」の
研
究
発
表
あ
り
。
共
に
大
い
に
参
考
と
な
っ
た
。

（
長
崎
県
立
大
学
委
員
会
刊
）一
、八
〇
〇
円（
税
別
）

一
、『
秘
撮
』著
者
大
隈
孝
一
氏
よ
り
寄
贈
。St.H

elena

島
を
訪
ね
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
関
係
・

天
正
使
節
上
陸
遺
跡
等
を
中
心
に
多
く
の
写
真
を
交
え
た
珍
ら
し
い
資
料
を
拝
見
で
き

た
。（
東
京
・
オ
フ
ィ
ス
隈
発
行
・
一
、八
〇
〇
円
＋
税
）

　

皆
様
、
よ
き
新
年
を
お
迎
え
下
さ
い
ま
せ
。
事
務
局
一
同

本
馬
　
貞
夫

石崎融思「唐館図絵巻」広馬場部分 （長崎歴史文化博物館蔵）


